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殺
さ っ ち ゅ う ざ い

虫剤を上
じ ょ う ず

手に使
つ か

うには、

どうすればいいの？

家
いえ

の中
なか

で使
つか

う殺
さっちゅうざい

虫剤の中
なか

には、 使
つか

い方
かた

によっ

ては、殺
さっちゅうざい

虫剤の成
せいぶん

分が床
ゆか

にたまったり、カーテ

ンなどについていることもあるので、窓
まど

を開
あ

けたりして

空
く う き

気を入
い

れかえることが必
ひつよう

要だよ。 あかちゃんがいる

家
か て い

庭では、床
ゆか

や壁
かべ

などをふいておくと安
あんしん

心だよ｡ 

庭
に わ き

木につくアブ

ラムシは、 新
し ん め

芽

のころの発
は っ せ い し ょ き

生初期に殺
さっ

虫
ちゅうざい

剤を使
つか

うと、 少
すこ

しの量
りょう

でも効
こ う か

果があるよ。

（例）
れい

（例）
れい

上
じょうず

手に使
つか

うために

家
か て い よ う さ っ ち ゅ う ざ い

庭用殺虫剤を使
つ か

うときは、 害
がいちゅう

虫のことをよく

知
し

って、 その害
がいちゅう

虫に向
む

いている殺
さっちゅうざい

虫剤を選
え ら

び、

表
ひ ょ う じ

示を守
ま も

って正
た だ

しく使
つ か

うことが基
き ほ ん

本だよ。

子
こ

どもが勝
か っ て

手に殺
さっちゅうざい

虫剤を使
つ か

ったら絶
ぜ っ た い

対いけない

よ。 大
お と な

人が殺
さっちゅうざい

虫剤を使
つ か

っているときにも、 そばに

近
ち か

づかないようにしよう。

それから、 害
がいちゅう

虫が発
は っ せ い

生しないように、 家
い え

の中
な か

やま

わりをきれいにしておくことも大
だ い じ

事だよ。

害
がいちゅう

虫はそれぞれ発
はっせい

生する場
ば

所
しょ

やすんでいる場
ば し ょ

所、活
かつどう

動す

る時
じ き

期もちがいます。 虫
むし

それ

ぞれの生
せいたい

態をよく調
しら

べてか

ら使
つか

いましょう。

どの虫
むし

に

害
がいちゅう

虫の生
せいたい

態がわかると、 使
つか

うのに

適
てき

した時
じ き

期がわかります。 その時
じ

期
き

にあわせて使
つか

いましょう。 適
てき

し

た時
じ き

期に使
つか

うことによって、 使
つか

う

殺
さっちゅうざい

虫剤の量
りょう

が少
すく

なくてすみます。

いつ

害
がいちゅう

虫の生
せいたい

態がわかると、

使
つか

うのに適
てき

した場
ば し ょ

所がわ

かります。 適
てき

した場
ば し ょ

所に

使
つか

いましょう。

どこへ

殺
さっちゅうざい

虫剤には、 いろいろな

成
せいぶん

分や形
かたち

があります。 目
もく

的
てき

にあわせて、 適
てきせつ

切なものを

選
えら

んで使
つか

いましょう。

なにを

製
せいひん

品に書
か

かれている「使
し よ う

用

上
じょう

の注
ちゅうい

意 」 をよく読
よ

んで、

決
き

められた量
りょう

と使
つか

い方
かた

を

守
まも

って使
つか

いましょう。

どのように

そうなんじゃ、害
がいちゅう

虫の生
せいたい

態を

知
し

っておくことで、殺
さっちゅうざい

虫剤を

たくさん使
つか

わなくても、害
がいちゅう

虫を

防
ふせ

ぐ方
ほうほう

法が見
み

つかるよ。

窓
ま ど べ

辺にこの花
はな

を置
お

くと、

虫
むし

が入って来
き

にくく

なるんだって！

ほかにも

いろんな方
ほうほう

法が

あるぞい

　ボクも何
なに

か

　やってみよう

かな！

たろうくんの場
ば あ い

合は

まず、部
へ や

屋の片
かた

づけからねっ！
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害
がいちゅう

虫を増
ふ

やさない

ためには？

●ハエは生
なま

ごみや動
どうぶつ

物のふんなどを食
た

べるよ。

●生
なま

ごみはためずに早
はや

めにしまつをしよう。

●ごみ箱
ばこ

やごみ袋
ぶくろ

はきちんと閉
し

めておこう。

どこに害
がいちゅう

虫がひそんでいるか、 家
いえ

の中
なか

やまわりを調
しら

べ

て、大
お お そ う じ

掃除しよう。

●ダニは、 たたみ、 カーペット、 ふとんやまくらなどに

いるよ。

●部
へ や

屋の換
か ん き

気をしなかったり、湿
し つ ど

度が高
たか

くなると、た　

くさん発
はっせい

生するよ。

●ダニは、 食
しょくじ

事の食
た

べこぼしやほこり、 カビなどをえ　

さにしているよ。掃
そ う じ

除や洗
せんたく

濯をこまめにして、ダニ　

のえさをとりのぞこう。

●しまう前
まえ

は洗
せんたく

濯やクリーニングをしておこう。

●すきまのないボックスなどにしまうといいよ。

●衣
ころも

がえのときは、収
しゅうのうばしょ

納場所をきれいに掃
そ う じ

除しよう。

●蚊
か

は、1週
しゅうかんいじょう

間以上水
みず

がたまった場
ば し ょ

所からおもに発
はっ

生
せい

す

るよ。使
つか

っていない植
う え き ば ち

木鉢の受
う

け皿
ざら

、バケツやジョウロ

は、水
みず

がたまらないように裏
うら

がえしにしておこう。

夏
なつ

に家
いえ

の外
そと

で遊
あそ

ぶときには、 蚊
か

やブヨがいっぱいいるね。 その

とききみたちはどうする？

虫
むし

よけスプレーを使
つか

うよ。

わたしも。 ぬるタイプやティッシュみ

たいになっているのもあるよね。

でも、 キャンプに行
い

くときは長
ながそで

袖、 長
なが

ズボンをはくのが基
き ほ ん

本だよね。

蚊
か

やブヨなどの虫
むし

よけ剤
ざい

の成
せいぶん

分は、 ディート（ DEET ） という

化
か が く ぶ っ し つ

学物質だよ。 日
にっぽん

本の虫
むし

よけ剤
ざい

にふくまれているディートの量
りょう

は、 外
がいこく

国のものにくらべて少
すく

ないこともあって、 体
たいちょう

調が悪
わる

くなっ

たり、皮
ひ

ふに発
はっ

しんが出
で

たという報
ほうこく

告はないけれど、正
ただ

しく使
つか

わ

れるよう、 使
つか

い方
かた

の注
ちゅうい

意が定
さだ

められているんだ。 表
ひょうじ

示をよく見
み

て、注
ちゅうい

意して使
つか

おう。

台
だいどころ

所

たたみやカーペット

たんす

家
いえ

のまわり

虫
むし

よけ剤
ざい

を使
つか

うときに注
ちゅうい

意すること

※厚
こうせいろうどうしょう

生労働省「ディートを含
がんゆう

有する医
い や く ひ ん

薬品及
およ

び医
い や く ぶ が い ひ ん

薬部外品に関
かん

する安
あんぜんたいさく

全対策について」に一
い ち ぶ か ひ つ

部加筆

虫
むし

よけ剤
ざい

の使
つか

い方
かた

●なんとなく使
つか

わずに、蚊
か

やブヨなどが多
おお

い屋
おくがい

外や、必
ひつよう

要なときだけに使
つか

う。

●子
こ

どもだけで使
つか

わずに、大
お と な

人の人
ひと

といっしょに使
つか

う。

●使
つか

うめやすは、 2〜12才
さい

未
み ま ん

満の子
こ

どもがいるときは1日
にち

3回
かい

まで、 6カ月
げつ

　　〜2才
さい

未
み ま ん

満の子
こ

どもがいるときは1日
にち

1回
かい

までとし、6カ月
げつ

未
み ま ん

満のあかちゃ

　　んがいるときは使
つか

わず、　 蚊
か や

帳などのほかの方
ほうほう

法で虫
むし

を防
ふせ

ぐ。

●顔
かお

には使
つか

わないようにし、 顔
かお

の近
ちか

くに使
つか

うときも、 スプレー式
しき

のものは 　　

　 いったん手
て

にとってからぬるようにする。

●目
め

に入
はい

ったり、飲
の

んだり、なめたり、吸
す

いこんだりすることが

   ないようにする。

●虫
むし

よけ剤
ざい

をぬった手
て

で目
め

をこすらない。

●もし目
め

に入
はい

ってしまったら、すぐに水
みず

やお湯
ゆ

でよく洗
あら

い流
なが

す。


